



























教員 50 名，事務職員 23 名の計 73 名の教職員のうち，
研修会に参加した教職員は 2012 年度 37 名で参加率は
59.7％，2011 年度 47 名で参加率は 75.8％，2010 年度は
58 名で参加率は 93.5％であった。
２．時期
2012 年は 12 月 12 日，2011 年度は 12 月 21 日，2010 年






































































た者は，2010 年度 54.3%，2011 年度 40%，2012 年度
27.6%と確実に減少している。また，「全くないと思う」と










ᖺᗘ ዪᛶ ⏨ᛶ ↓ᅇ⟅ ィ
2012 9 17 3 㻞㻥䚷(78.4%)
2011 21 13 1 㻟㻡䚷(74.5%)
2010 26 10 1 㻟㻣䚷(63.4%)
表１　回答者の性別
ᖺᗘ 20䞉30ṓ௦ 40ṓ௦ 50ṓ௨ୖ ↓ᅇ⟅ ィ
2012 6 8 14 1 29
2011 6 12 16 1 35



































































37.8％，2011 年 31.4％，2012 年 34.5％とほぼ同様の割合
であった。「注意する必要はないし，今後も注意する必要
















「まあまあ満足できた」と回答した者は 2010 年度 91.4％，
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図６　今日の研修会のうち、グループワークについては
どの程度満足しましたか？
ル・ハラスメント第 18 回全国集会において最も重要な
こととして，被害発生時のタイムリーな対処が提言さ
れた。万一キャンパス・ハラスメントの被害を申し出
た事例があった場合は，①文科省の通達を参考にする
こと，②何よりも被害者救済を優先すること，③その
場合被害者が何を望んでいるかを十分聞く，などの対
処を委員会メンバーが認識を深める必要がある。
３）パンフレットの作成と配布
従来，学生にハラスメントに関連した内容のみを配
布していた時期もあるが，パンフレット自体がその場
限りの説明で紛失していく危険性を考え，学生便覧に
収めた経過がある。今後はパンフレットを更に充実さ
せて，配布することも必要になると考える。
文献
１）http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/
koutou/027/siryo/06021607/031.htm，2013.8.23.
２）古城幸子，安達雅彦，井関智美，他：2011 年度人権啓
発研修会報告−2010 年度との比較を行って−．新見公
立大学紀要，33，133−135，2012．
福岡悦子・安達雅彦・井関智美・伊藤博康・片山啓子・古城幸子・福田孝幸・木村靖弘・後藤吉明・山縣晴美
― 88 ―
